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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第91期

第３四半期
連結累計期間

第92期
第３四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 10,628,915 11,104,327 14,031,098

経常利益 (千円) 2,837,014 3,340,677 3,699,373

四半期(当期)純利益 (千円) 1,857,352 2,126,516 2,369,458

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,630,579 3,265,538 2,500,079

純資産額 (千円) 48,380,771 50,760,027 48,250,187

総資産額 (千円) 117,322,601 115,001,277 115,015,640

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.72 39.40 46.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.2 44.1 42.0
 

　

回次
第91期

第３四半期
連結会計期間

第92期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 13.15 14.63
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

　(1)　財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は115,001百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円減少しまし

た。新規オフィスビルの取得で有形固定資産が7,317百万円、株価上昇により投資有価証券が1,830百万円各々増加し

たものの、新規オフィスビル取得等に充当したため現金及び預金が9,157百万円減少したことが主な要因であります。

　負債合計は64,241百万円となり前連結会計年度末比2,524百万円（3.8％）減少しました。株価上昇により繰延税金

負債は682百万円増加したものの、有利子負債が返済により4,163百万円減少したことが主な要因であります。

　純資産合計は50,760百万円となり前連結会計年度末比2,509百万円（5.2％）増加しました。利益剰余金が1,370百万

円、その他有価証券評価差額金が1,179百万円各々増加したことが主因であります。

 

　(2)　経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間の業績は、新規ビルの取得及び既存ビルの稼働率向上による賃料収入の増加により売上

高は11,104百万円となり、前年同四半期と比べ475百万円（4.5％）の増収となりました。

　営業利益は前年同期比325百万円（9.6％）増益の3,718百万円、経常利益は支払利息等の減少により同503百万円

（17.8％）増益の3,340百万円となりました。また四半期純利益は、前年同期比269百万円（14.5％）増益の2,126百万

円となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

土地建物賃貸事業

　売上高は10,837百万円となり前年同四半期と比べ628百万円（6.2％）の増収となりました。セグメント利益

は4,059百万円と同期比364百万円（9.9％）の増益となりました。

その他

　建築請負工事の受注が減少したため売上高は266百万円となり前年同四半期と比べ153百万円（36.5％）の減

収となりました。セグメント利益は9百万円となり、同期比29百万円（76.1％）の減益となりました。

 

　(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

　(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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　(5)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や金融緩和政策の継続で緩やかな回復が続いておりますもの

の、消費増税後の個人消費の停滞や不安定な国際情勢といった懸念材料により本格的な回復には至らず、先行きは不

透明な状況が続いております。不動産賃貸業界におきましては、都心部では移転や増床など優良オフィスビルへの需

要が増え、空室率の低下傾向が見受けられます。

　そうした中、当社グループの当第３四半期の空室率は4.0％となり、前期末の4.9％から若干改善いたしました。今

後とも既存ビルのテナント誘致活動に一層務める所存であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 53,998,798 53,998,798
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 53,998,798 53,998,798 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ─ 53,998,798 ─ 9,827,611 ─ 9,199,840
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 23,700
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 53,939,200
 

539,392 同上

単元未満株式 普通株式 35,898
 

― 同上

発行済株式総数 53,998,798 ― ―

総株主の議決権 ― 539,392 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式23株が含まれております。　

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
京阪神ビルディング
株式会社

大阪市中央区瓦町
四丁目２番14号

23,700 ― 23,700 0.04

計 ― 23,700 ― 23,700 0.04
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,283,068 3,125,099

  受取手形及び売掛金 420,061 450,763

  その他 177,081 260,386

  流動資産合計 12,880,211 3,836,249

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 68,359,077 68,882,642

    減価償却累計額 △29,953,479 △31,378,324

    建物及び構築物（純額） 38,405,597 37,504,318

   土地 51,291,266 51,291,266

   信託建物 ― 2,064,566

    減価償却累計額 ― △92,217

    信託建物（純額） ― 1,972,348

   信託土地 ― 6,261,065

   その他 643,342 643,816

    減価償却累計額 △492,341 △507,807

    その他（純額） 151,001 136,008

   有形固定資産合計 89,847,865 97,165,008

  無形固定資産 69,375 59,619

  投資その他の資産   

   投資有価証券 9,450,430 11,281,261

   その他 2,767,757 2,659,138

   投資その他の資産合計 12,218,187 13,940,400

  固定資産合計 102,135,428 111,165,028

 資産合計 115,015,640 115,001,277
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 168,428 189,000

  短期借入金 26,937,890 15,756,640

  未払法人税等 371,933 677,737

  引当金 23,801 ―

  資産除去債務 24,700 ―

  その他 1,375,198 1,670,993

  流動負債合計 28,901,951 18,294,370

 固定負債   

  社債 22,000,000 22,000,000

  長期借入金 7,431,940 14,492,010

  引当金 171,075 182,267

  退職給付に係る負債 56,792 59,197

  その他 8,203,693 9,213,404

  固定負債合計 37,863,500 45,946,878

 負債合計 66,765,452 64,241,249

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,827,611 9,827,611

  資本剰余金 9,786,449 9,786,449

  利益剰余金 30,411,351 31,782,216

  自己株式 △9,495 △9,541

  株主資本合計 50,015,916 51,386,735

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,003,579 4,183,376

  土地再評価差額金 △4,769,308 △4,810,083

  その他の包括利益累計額合計 △1,765,728 △626,707

 純資産合計 48,250,187 50,760,027

負債純資産合計 115,015,640 115,001,277
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 10,628,915 11,104,327

売上原価 6,529,850 6,636,530

売上総利益 4,099,064 4,467,797

販売費及び一般管理費 706,320 749,158

営業利益 3,392,744 3,718,638

営業外収益   

 受取利息 2,776 2,108

 受取配当金 151,208 176,286

 その他 13,959 10,591

 営業外収益合計 167,944 188,985

営業外費用   

 支払利息 469,808 360,458

 社債利息 171,046 168,124

 その他 82,820 38,363

 営業外費用合計 723,674 566,946

経常利益 2,837,014 3,340,677

特別利益   

 固定資産売却益 170,864 4,810

 投資有価証券売却益 13,118 ―

 受取補償金 2,500 ―

 特別利益合計 186,482 4,810

特別損失   

 固定資産売却損 128 ―

 固定資産除却損 3,426 70,915

 減損損失 32,356 ―

 不動産取得税及び登録免許税 7 ―

 特別損失合計 35,918 70,915

税金等調整前四半期純利益 2,987,578 3,274,572

法人税、住民税及び事業税 594,949 1,131,185

法人税等調整額 535,276 16,870

法人税等合計 1,130,225 1,148,055

少数株主損益調整前四半期純利益 1,857,352 2,126,516

四半期純利益 1,857,352 2,126,516
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,857,352 2,126,516

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,856,558 1,179,796

 土地再評価差額金 △1,083,331 △40,775

 その他の包括利益合計 773,226 1,139,021

四半期包括利益 2,630,579 3,265,538

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,630,579 3,265,538

 少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

減価償却費 1,965,285千円 2,052,503千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日
定時株主総会

普通株式 359,805 8.00 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 377,828 7.00 平成25年９月30日 平成25年12月５日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年７月10日を払込期日とする一般募集による増資により、資本金及び資本準備金が各々1,901,736

千円増加しております。

　また、平成25年８月７日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関する第三者割当増資によ

り、資本金及び資本準備金が各々237,717千円増加しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間において、資本金及び資本準備金が、各々2,139,453千円増加し、当第３四

半期連結会計期間末において、資本金が9,827,611千円、資本剰余金が9,786,438千円となっております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日
定時株主総会

普通株式 377,826 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金

平成26年10月28日
取締役会

普通株式 377,825 7.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額
(注）２

四半期
連結損益計算書

計上額
（注）３

 
土地建物
賃貸事業

売上高      

　外部顧客への売上高 10,208,680 420,235 10,628,915 ― 10,628,915

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,208,680 420,235 10,628,915 ― 10,628,915

セグメント利益 3,695,231 38,372 3,733,604 △340,859 3,392,744
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築請負業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△340,859千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額
(注）２

四半期
連結損益計算書

計上額
（注）３

 
土地建物
賃貸事業

売上高      

　外部顧客への売上高 10,837,504 266,823 11,104,327 ― 11,104,327

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,837,504 266,823 11,104,327 ― 11,104,327

セグメント利益 4,059,817 9,156 4,068,974 △350,336 3,718,638
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築請負業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△350,336千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 36円72銭 39円40銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 1,857,352 2,126,516

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,857,352 2,126,516

   普通株式の期中平均株式数(千株) 50,578 53,975
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりであります。

①　決議年月日 平成26年10月28日

②　配当金の総額 377,825千円

③　１株当たりの金額 7円00銭

④　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月４日

京阪神ビルディング株式会社

取締役会  御中

 

監査法人グラヴィタス
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   井   筒   敦   司   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   安   藤   幹   根   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京阪神ビルディ

ング株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１

日から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京阪神ビルディング株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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